
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       美濃市立大矢田小学校  

実 施 期 間 平成２５年１０月３０日（木）  

実 施 概 要 
  

①  道徳参観日・親子映画鑑賞会・親子感想交流会  
②  地域で活動するボランティア団体(木風舎)を招いての読み聞かせ講習会 

 
 
 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □レ 文化   □産業   □レ その他  

公開の方法 
 □レ 授業公開 □成果発表 □レ 交流活動 □レ 講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

保 護 者 ７８人 
計       ８３   人 

地域関係者  ７人 

 
 
 
 
 
 
 
 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 

◎道徳の学習参観日（1０／３０） 
 □道徳の学習公開 １４：０５～ 

もみじ学級｢友情：ふたりはいつも｣１年生「親切：ぼくにできるこ  
と」２年生｢勇気：ぼく、よびにいってくる｣３年生「正直・誠実：  
色紙かして」４年生「生命尊重：不思議の不思議」５年生「友情： 
言葉のおくり物」６年生「謙虚・寛容：やっぱり気になる」  

 □映画鑑賞「ありったけの勇気」１５：０５～ 
ドッジボールの試合にボールをあてられた女の子が当てた女の子に
対して、靴隠しなどのいじめを始める。その後、いじめられている友
人が止めに入るとその子もいじめの対象になる。友人だったもう一人
の女の子が父母の助言から｢ありったけの勇気｣を出して、いじめをな
くそうと取り組んだ映画である。 

 □各教室において、親子で映画の感想交流をした。１５：４５～ 
 □同時進行で、学校評議員会を行った。  
◎木風舎を招いての読み聞かせ講習会１３：００～１３：５０ 
 ｢読み聞かせサークル：木風舎｣の方を招き、図書室で、読み聞かせ講

習会を行った。保護者は、親子読書やＰＴＡによる読み聞かせの会に
生かそうと熱心に講習を受けた。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
成果及び課題 

 

◇参観日の後、保護者といじめを主題にした「ありったけの勇気」とい
う映画鑑賞をした。その後、各学級に戻り、保護者と一緒に意見交流
をした。保護者の方といじめ問題について交流することは、大変意義
があることだった。保護者の参観は多く、学校教育に対する関心の高
さを感じた。  

＜映画の感想交流より＞  
・保護者の感想：｢親としても直子の両親のように広い心で受け止め助言

できるように学んでいきたい。｣｢意地悪をしているところを見るだけ
でも心が痛むので、なくしていかなければいけない。｣｢相手が嫌がる
ことは、自分もされたらいやだということを知ってほしい。｣ 

・児童の感想：｢まゆみは自分もいじめられたくないけど、みきを助けて  
 あげていたのですごいと思いました。直子は、ありったけの勇気でい  

じめのないクラスにしようと努力していたので心に残りました。｣｢直 
子は、いじめのないクラスにしようとがんばっていてすごいと思いま  
した。  

・読み聞かせ講習会感想：「私も娘も本が大好きなので、とても楽しみ
にしていました。木風舎の方のようにうまくは読めませんが、親子で
同じ時間を楽しく過ごすための一つとして、読み聞かせをずっと続け
ていけたらいいなと思いました。」｢上手に読むのではなく、リラック
スして子どもとの時間を楽しむ事が大切なのだという事を聞き、読む
側もゆったりした気持ちを心がけようと思いました。何歳になっても
絵本の世界に入り込んでしまうのだと思いました。｣ 

◆道徳の学習を全学級公開し、いじめについて親子で見つめることがで
きたことはよい取り組みだと思う。今後、大矢田の自然や歴史、文化
などを地域の方から学んでいる取り組みを教育週間で実施できるよう
にしたい。  

  


